Shuryōgu toshite no dokyū: Unnan nūzoku no dokyū seisaku to sono shagi by 野林  厚志
狩猟具としての弩弓 : 雲南怒族の弩弓製作とその
射技





その他のタイトル Shuryogu toshite no dokyu: Unnan nuzoku no




野 林 厚 志
はじめに
弩弓(弩)は 東アジアからヨーロッパにかけて広 く分布 している武器である。ヨーロッパ
における弩弓の利用は,大 石や槍などを飛ばす弩砲よりも後に成立 したものであ り,手 携の
弩弓の使用は10～12世 紀ごろからと考え られている。百年戦争におけるクレーシーの戦い
(1346年)で 弩弓を使用 したフランス軍が良 く訓練されたイングランドの長弓隊に完敗 した
のは有名 な史実となっている。一方,東 アジアでは申国古代における弩弓の使用がよく知 ら
れている。青銅器製の機がすでに戦国時代の墳墓か ら出土 しており,当 時相当の威力をもっ
た弩弓が使用されていたことを示す証拠 となっている。また,始 皇帝陵の兵馬俑には弩弓を
専門に扱 ったと考えられる弩兵が見 られることから,当 時の戦争において弩弓が組織的に使
用 されていたことが理解できるだろう。中国において武器 として発達 した弩弓は,い わゆる
漢民族 によって発明されたものではな く,そ の発生地は中国南方の非漢族地域であることが
史記や後漢書の記述などから通説 となっている。また,藤 田は東西交渉史を考えるうえで,






武器 という言葉の定義はそれが用いられる脈絡によって若干の幅がある。一般に,武 器 と
は人間あるいは動物を殺傷するための道具である。民族誌における武器を考える場合に注意
しなければならないのは,武 器には物理的に相手に作用するものだけでなく,精 神的,観 念
的に相手に作用する道具 も含 まれていることである。黒呪術師もしくは邪術師の用いる道具













動物だけでなく,神 霊などの超 自然的存在であることもある。例えば台湾のヤミはアニ トと
よばれる霊的存在に抗するために,自 分の住む集落から出かける際には刃渡 りが20cmほ ど
の短剣を携帯する習慣を有する。この短剣はあくまでアニ トに対する護身用の武器であ り,
人間や動物を相手に使用 されることはない。このように物理的に作用はしないが,一 般にい
われるところの武器 と同じ形態 をもつ道具は各地でみ られる。一方で,狩 猟民や農耕民にか
ぎらず,狩 猟活動に使用 される道具はその機能に依拠 し狩猟具 と呼ばれる。民族誌中にみら
れる狩猟具のなかで,人 間側から動物にたい して能動的かつ直接的に作用し,相 手に物理的
損害を与 えるもの として,石 もしくは石器,刀 剣類,棍 棒,槍,弓 矢,弩 弓,吹 き矢,ブ ー
メラン,ボ ーラなどをあげることができる。こうした狩猟具は武器の範躊に含まれるといっ
てよい。網や罠は武器ではないように思われがちである。 しか しながら,罠 猟にはしばしば
用いられる弩弓は武器 としての機能を果たすものでもあるし,人 間に対 して用いられる一種
の罠である地雷は明 らかに近代兵器 としての武器の位置づけが適当であろう。このようにし
て考えてい くと,武 器はそれ らの作用の様式,作 用する対象によって図1の ように分類する
ことが可能となる。 もちろん,狩 猟具 と狭義の武器とでは機能や形態の面で,重 なり合う部
分は大きい。
実射が可能な弩弓は,図1に おける狭義の武器もしくは狩猟具に含まれることになる。こ
の場合,弩 弓を使用する対象が人 もしくは動物かという点で,弩 弓の形態や機能に差異が生
じる可能性は大きい。すなわち,狩 猟具 として用いられる弩弓と狭義の武器として用いられ
る弩弓との間における形態と機能の差である。実際に中国古代において兵器として使用され






















ることが最 も直接的なアプローチになると考えられる。中国古代の弩弓の形態,機 能,性 質
等については,出 土した遺物や歴史史料から実際に製品を復原することが可能であ り,そ れ
を用いた実験的研究が可能 となる。一方で,中 国古代の弩弓の起源 とされる中国西南部の当
時の弩弓がこうしたプロセスをへて復原 されることは容易ではない。歴史史料 に散見する記
述だけでは実際に用い られた弩弓を復原するには十分ではない。また,中 国古代 に相当する
時代の 「蛮族」が使用 したとされる弩弓が遺跡か ら出土された例は管見のかぎり報告されて





調査を行ったのは雲南省怒江 リス族自治州福貢県のZ村 である(図3)。Z村 を含めた慄
慄族自治州一帯は,年 平均気温20.2℃ 年,平 均降水量1185mmで,亜 熱帯山地季節風気候帯






か らZ村 は構成 されてお り,人 口
はおよそ500人 である。Z村 の住
人の大半 は怒(Nu)族 とよばれ








が,方 言差は大 きい。 またリス語
を解する怒族も多い。Z村 におけ
図3
る主要な生業は農耕活動であ り,主 食となる トウモロコシ,ソ バ,ア ワ等の焼畑を集落の周
囲や山間部の出作 りで栽培していた。またブタ,ニ ワ トリを食用として飼育 しているほか,
役畜としての牛の利用が見 られた。農耕活動にくらべて経済活動にしめる役割は低いが,狩
猟活動 も行なっている。狩猟方法は弩弓や銃器(空 気銃)を 用いる猟の他,罠 猟を行ってい





ある(図4)。 弩床 には上部に矢溝がつ くられ,そ の後方には牛の骨で作 られた発射装置が
装着されている。矢は矢溝におかれ,発 射装置からはずされた弦によって押し出されて矢が
射出される。古代中国の弩弓の機 と比較 した場合,中 国古代のものはいくつかの部品を組み
合わせて,引 き金に直接弦をかけるのに対 し,怒 族の弩弓では,臂 部を切込んで作った溝に
弦をかけ,そ れを引き金で押 し出すようにして発射するという違いが見られる(図5)。
弩弓のサイズは個人によって多少の差異が観察された。図6は 実際に使用されていた弩弓
の弓部(片 側)と 弩床 との長さの組み合わせをグラフに表 したものである。片側の弓部の長
さが40～50cm,臂 部が80cm前 後の組み合わせのものが多 く使用 されていた。弓部は中央部







っていた。先頭部は5,6cm,弓 部装着部における最大厚は6～7cm,尾 部は3cm前 後で
ある。弓部の中央部の幅にしたがって最大厚が決定 し,先 頭部と尾部の高さは見た目のバラ
ンスがきれいに見えるように決められていた。
弩床上面につくられる矢溝は弩床の先端か らはじまり,終 点は通常の弦の位置か ら製作者
の手を広げたときの小指の先から親指の先までの長 さがとられていた。また,さ らに同じ長
さの後方に発射装置が作 られていた。一方で,こ れらの長さは弓部の長さやその弾性の度合




合弓が弓部に使用 されていた。弩弓製作は男性の仕事であ り,特 に成人男性の基本的な能力
と見なされていた。一方で,村 の申には弩弓製作に長じているとみなされている男性が存在
し,そ の人間に弩弓の製作 を依頼する例 も少なくなかった。他人に弩弓の製作を依頼 した場
合は,労 働力の提供,食 器やその他道具などが代価 として支払われるということであった。
ただし,弩 弓製作職人が生 じるような専門化は見 られなかった。弩弓を製作する時期につい
ては特に決まってはおらず,自 分もしくは他人の要請に応 じて製作されていた。弩弓製作が
禁忌となる時期 も特には定められていなかった。弩弓製作の時期が特に決められていない一
方で,素 材 となる木材は10～11月 に切 り出されていた。この理由は,こ の時期には木材が比
較的乾燥 しているため,製 作後にサイズに差が生 じにくいということ,ま た,木 材につ く害
虫が少なく,良 質の材料 を得ることがで きるためである。切 り出された木材は完成品に近い
形に荒削 りをした状態で保管されていた。
弓部の製作=各 部位のなかで最初に製作されるのが弓部である。弓部にはカシ材(コ ナラ
属(Quercussp.))が 使用されていた。あらか じめ荒削 りをしておいた材料が,上 下左右の
形が対象になるように小刀で削 られた後に,小 刀の先にトウモロコシの芯を差 し込んだもの
を用いて,両 手で引きながら全体の形を整える。ゆはずをふ くめた細部の調整は小刀 を通常
の使い方をしなが ら削っていく方法が とられた。
弦 の製 作:弦 の製作 は整形 された 弓部 を用 いて行 なわれ る。弦 の材料 にはアサ
(Cannakissativa)が 用いられた。すでに紡績 した糸から弓部の4～6倍 の長 さの糸を切 り






弦には念入 りに蜂蜜が摺 り込まれた。 これには,弦 を構成する糸同士が分離 しないことと,
表面のけばだちを防ぐという目的があった。
弓部の調整=弦 が完成 した後に行なわれたのが弓部の微調整である。自然木を利用 してい
るために,弓 部は完全には対照的な形をしていない。長弓の場合は下側の弓のかえりを強く




てお り,そ の部分に弓部を装着 させるようになっている。その後方には弦をかけるための小
さな切込みが2ヶ 所作 られている。用いる弓部が大きな場合は後方の切込みに弦をかけなが
ら弓部の調整が行なわれるということであった。
木型に弓部が装着され弦を張った状態で,左 右の湾曲の度合いを注意深 く観察 し,左 右が
不均一な湾曲をしている部分の射手側には木炭がのせられた。曲げを強めたい部分にだけ木
炭をのせるのではなく,そ の周囲にも少量の木炭 をのせながら,曲 げの量に応 じて木炭量が
調整 された。
弩床(臂)の 製作=弩 床の製作には一般にクワ科の木材が用いられる。加工の前 日か ら水
につけておき,削 ったときに木材が裂けたりするのを防ぐ工夫が施されていた。弩床で最初
に作 られるのが,弓 部を装着させる穴である。弓部の中央部と同じ幅の長方形の穴を先端か
ら10cmほ どの部分に穿ち,弓 部をさしこみなが ら徐々に穴 を広げてい く方法が とられた。
弩床と弓とは最終的には抜けないように固定される。そのために弓と穴の問に布 と木製の楔




されていた。発射装置は基本的に台,引 き金,引 き金を固定する固定軸で構成される。骨 を
用いるのは台と引き金の部分であり,固 定軸には竹が使用 されている。












20cmの 竹筒を幅5mm程 度に裂いたものに,竹 の皮で作った羽根 をとりつけたものである。
矢は炉で矢に熱 を加 えながら直線状になるようにしあげられる。矢の先端の形状には2種 類
あり,一 つは鋭 く尖らせたタイプであり,も う一つは尖らせず,鈍 い先端をもつタイプであ
る。これらは毒 を使用するか否かで使い分けが行なわれていた。鋭く尖らせた方は毒矢用で






的な条件のもとで収集することによって,弩 弓にか ぎらず,道 具の一般的な性質をあらわす
データとしてきわめて重要な意味をもつ。一方で,個 々人のもつ技巧が道具の性能を左右す
ることも十分考えられる。熟練した射手の場合と未熟な射手では弩弓の的中率に差が生じる。





行射は,10,20,30mと 距離を3段 階にわけ,同 一距離で射る本数は6本 とした。標的は
アーチェリー競技の室内18m用 の的(直 径20cm)を 用い,的 内に的中した場合は,そ の点
数に関わらず的中とみなした。的中した矢については的中孔にしるしをつけ,後 に的中した




表1は38人 の行射成績 を距離 ご とに示 した ものであ る。 これ らの結果 につ いて統計 的処 理
を行 なった ところ,10mと20mお よび20mと30mで はそれぞれ に的 中率 に有意差が認 め られ
た(Wilcoxonの 符 号付順位 検定,N=36,Z(10m*20m)=一4.605,Z(20m*30m)=一
2.607)a
個 々の的中数の変化は次の ような4つ のパ ター ンに分類 された。




②10mか ら20mへ の的中数の変化は ±1





④10mか ら20mへ の的中数が2以 上減少










両手で弦 を引 き,発 射装置上の溝 に弦 をは
め込む。次に矢の先端を弩床の先端にあわ
せなが ら矢溝にのせる。数秒 間狙 ってか ら
引き金を引き,矢 が発射される。
行射姿勢は大 きく立位 と座位 にわかれ,座
位はさらに方膝 をたてて方膝 を着地させ る
姿勢 と両膝 ともに着地 させる姿勢 とにわけ
ることができた。立位の場合,的 にたいし
て正面を向 く立ち姿勢 と斜 めに向 く立ち姿
勢があ り,座 位の場合は方膝立ち,両 膝立
ちともに正面を向いた姿勢が とられていた。
数名を除 き利 き目は右 目であ り,左 手で弩








得点パ ター ンlOm 20m 30m
1 6 1 1 O
2 3 0 0 0
3 3 3 2 0
4 3 3 0 0
5 4 2 3 0
6 4 1 1 0
7 3 4 0 ②
8 4 3 1 0
9 2 0 0 0
10 2 3 2 0
11 5 0 0 0
12 3 0 0 0
13 1 0 0 ③
14 3 0 0 0
15 4 3 0 O
16 1 1 1 ③
17 2 1 1 0
18 3 0 1 0
19 4 0 0 0
20 2 1 0 ③
21 5 1 0 0
22 3 1 2 0
23 5 4 0 0
24 2 1 0 0
25 3 0 2 ④
26 3 1 0 0
27 3 一 一 *
28 3 一 一 *
29 3 1 0 0
30 3 2 2 ③
31 2 1 1 0
32 3 1 0 0
33 3 0 0 0
34 1 1 0 0
35 0 0 0 0
36 2 1 0 ③
37 6 2 1 0
38 2 0 0 0








ある。破損 した場合 も,乾 燥状態や素材の質を選ばなければ,材 料の調達は常に可能であり,
新 しい弩弓の補充は比較的容易に行なうことができる。すなわち,日 常的な狩猟活動に特化
した道具 として弩弓が製作,使 用されてきたと考えてよい。ただし,先 述 したように,怒 族
にとって狩猟活動が生業活動にしめる役割はそれほど大 きくない。基本的に動物性の食料と
しては家畜である豚や家禽の鶏を利用 している。狩猟活動はあくまで補助的な生業活動であ
り,狩 猟 に専念する明確な猟期 も存在 しない。狩猟活動は農地への行き帰 りや,農 作業の合
問などに行なわれ,狩 猟活動のためだけに時間を割くということはほとんどない。実際に弩










られることは,日 常的な道具にもかかわらず,弩 弓は男性のみが製作 し,男 性のみが使用で
きる道具であるということである。女性が弩弓や弩弓製作に用いる道具にふれることは禁忌
とされていた。これをやぶると獲物が取れな くなると考えられていた。唯一,女 性が弩弓に
関連した道具にふれることができるのは,新 年における 「弓 くらべ」の時である。彼 らは中
国の新年にあたる春節に弩弓を用いた競技を行う。これは,女 性が トウモロコシの粉で作っ
た餅を標的にして,男 性が弩弓を用いてこれを射抜 くというものである。男性がこの餅を射
抜けばその餅を男性が獲i得することができる。逆に射ち損 じた場合には,射 ち損 じた矢によ
って狙われた餅 を作 った女性がその矢を獲得 し,自 分の夫や父親1兄 弟などにあげることが
可能 となる。この 「弓 くらべ」には求愛の意味合いは含 まれていないということであった。











とであった。例えば,筆 者が弩弓製作 を依頼 した男性はZ村 の教会の管理者を務めてお り,
村の中では一目おかれる存在であった。これは村長などのように行政側からの任命によって
選ばれる類のものではなく,村 の人たちの推薦によって選ばれていた。こうした人間には徳
のようなものが備わってお り,弩 弓 もよく的中させることができるというのが彼らの考えで
あった。しかしながら,彼 の行射成績は特には傑出していなかった(No.4)。 一方で,弩 弓
の行射技巧に長けている人間が,村 の中で名声を勝ちえるということもなかった。
3考 察
一般的な戦闘行動の展開は,①Aか らBへ の攻撃,②Bの 防御 ならびに反撃,③Aの 防御な
らびに再攻撃 といった過程が繰 り返 されることになる。Aを 主体に考えた場合,Aが 戦闘に
勝利するためには,① と③をより効果的に実施 し,② を極力排除する必要がある。怒族の弩
弓がこの①から③ に用いられた場合,次 のようなことを想定することができる。①において
は,ま ず的中率という機能的側面が重要 となる。怒族の使用 している弩弓の有効射程距離は
それほど長 くない。この場合の有効射程距離 というのは,的 中率がある程度確保できる距離
のことを意味する。例えば,実 際に弩弓を製作 した際の試射において,製 作者は的と行射位
置 との距離を約18mと っていた。製作者は距離計のようなものは所有 してお らず,目 算で的
の距離を設定していた。弩弓の試射は通常この距離で行なわれる。製作者はこの距離である
程度的中すれば,そ の弩弓は合格であると考えていた。また,春 節にお こなわれる 「弓 くら
べ」においても正式に定められた距離はなく,15～20mほ どの距離を設定 して行われるとい
うことであった。すなわち,怒 族の人たち自身も,弩 弓の有効射程距離は20m程 度であるこ
とを自覚 していたことになる。この距離は②③の過程に展開していくうえで重要な意味をも
つ。なぜ ならば,Aが ③の過程 に進めるまでの時間,す なわち弩弓の行射間隔に対 して,
20mと いう距離はかなり短いからである。弩弓の行射間隔には多少の時間を要する。単弓で
はあるものの樫材を使用 した弓部の引 きはかなり強い。弦を引 ききり,矢 をつがえ,狙 いこ
む時間に少な くとも数秒 を要する。さらに,行 射実験でもわかるように,麻 でできた弦は弦
切れをよく起こす。①が不十分に行なわれた場合の弦切れはAに とっては致命的となるだろ
う。また,仮 に①が十分に行なわれた としても,手 負いの相手に攻撃 される可能性は十分あ
る。一方で,野 鳥や野鼠 といった小動物を対象 とした狩猟活動において弩弓を使用すれば,
射手は10m～20mの 距離か ら獲物を狙 うことが可能となる。 これは獲物が人間に気づかない
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もしくは,警 戒 しない距離としては十分である。例え失敗 しても,射 手に危険がおよぶ恐れ






レキサンダー大王伝にみ られるインドの弩弓の射法 との類似 した点を指摘 しながら,中 国古
代の弩弓と西南中国か らインドにかけて広 く分布 した弩弓との関連性 について言及 している
(藤田1974)。 両者に共通 しているのはいずれも弩弓がきわめて強い力をもってお り,足 で弓
部をおさえなが ら弦をひかなければならないという点である。特 にインドの弩弓は歩兵の身
長ほどの大きさであり,地 面に設置 して使用 したと伝えられている。藤田はこうした弩弓が
インドから南方 「蛮族」に弩弓が伝わったのちに,中 国へは韓を通 して弩弓は広が りをみせ
たと考えている。ここで,注 意するべ きことは,伝 播 したと考えられる弩弓はいずれも戦闘
用に適応 した弩弓であ り,現在の怒族が使用 しているような携帯性にす ぐれてはいるものの,






じた素材の選定,使 用法の違い(携帯性,使 用の持続性など),使 用者の違いによってその形
態が異なる可能性がある。怒族の人たちが日常的に用いている弩弓はその威力は小さく,中
大型動物への殺傷能力が高いとはいえない。怒族にとって弩弓は鳥やリスといった小動物を
対象 とした補助的な狩猟活動の道具 として適応してきたものであ り,有 効射程(的 中)距離が
短い点や,弦 切れのために持続的な使用が中断されることが多い点など,戦 闘用の武器とし





っづけてきたかについては多 くの事象か ら検証 していくべ きことであるが,少 なくとも彼 ら
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が弩弓は 「狩猟具 としての弩弓」 として発達してきたと考えるべ きであ り,武 器としての発
達が著 しかった中国の弩弓 とはその性格 をかなり異にするものと考えてよい。逆に 「武器 と
しての弩弓」が武器 としては退化 しながら,狩 猟具へ と進化 したという過程 も可能性 として
は残されるであろう。生業活動に関係 した道具は,自 然環境 と生業形態に適応した機能をも
ち,そ れに応 じた形態が工夫されてい くと考えてよい。一方で,よ り有効な道具は物質文化
の中に容易にとりこまれていくことも多い。東南アジアも含めた周辺地域の弩弓には,怒 族
の弩弓とは形態や素材が異なるものもみられる。こうした事例を参照しながら,同 地域にお
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